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◆
健
康
教
室

　

４
月
８
日
（
水
）

　
場
所
：
老
人
憩
の
家

　
講
師
：
高
橋
伸
也
さ
ん

◆
生
け
花
（
草
月
流
）

　

４
月
18
日
（
土
）

　
場
所
：
下
榎
集
会
所

　
講
師
：
生
田
清
子
さ
ん

◆
よ
っ
て
み
ょ
い
家や

　

４
月
22
日
（
水
）

　
場
所
：
老
人
憩
の
家

※
参
加
申
し
込
み
、
お
問

い
合
わ
せ
は
、
下
榎
集
会

所
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　2 月 24 日、下榎集会所で、ぽかぽか教室を開

きました。今回は、お菓子づくりで、町管理栄養

士の仲田遥さんと保健師の南場千恵さんの指導に

より、「サツマイモのプリン」をつくりました。

　調理の合間に「間食するとき、守ること」とい

うテーマで、①食品を選ぶ、②食べる時間を選ぶ、

③食べる量を考える、以上の 3 点について、カ

ロリーなどの成分表示に少しでも関心を持って、

食品選びに生かすことや少しずつ、ゆっくり味わ

う（早食いすると食べ過ぎる）などの話を聞きま

した。

　サツマイモを使うことで、市販のものよりカロ

リー控えめの簡単でおいしいプリンができまし

た。食べごたえのあるプリンに、『参加者全員満

足！満足！』のおやつタイムでした。

ぽかぽか教室 ・・・お菓子づくり・・・

編集　下榎隣保館
　　　〒 689 － 4526　日野町下榎 157 番地 1
　　　電話：７２－１１９１（FAX 兼）
             E-mail：rinpokan@town.hino.tottori.jp

▲ ９年間の学習の成果を振り返る

　

2
月
12
日
、
下
榎
集
会
所
で
、

２
０
１
４
年
度
小
学
校
・
中
学
校
合

同
の
榎
の
実
学
習
会
閉
講
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
は
、
小
中
学
校
教
職

員
、
教
育
委
員
会
、
中
原
下
榎
支
部
長
、

保
護
者
が
見
守
る
中
、
1
年
間
の
ま

と
め
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
、
地
域
学
習
（
調
べ
学

習
）
の
ま
と
め
を
発
表
し
、
中
学
生

は
３
年
生
が
代
表
し
て
、
小
学
校
か

ら
の
9
年
間
の
学
習
会
を
振
り
返
り
、

「
小
学
校
１
年
生
の
時
は
、
な
ぜ
学
習

会
に
行
く
の
か
、
分
か
ら
な
か
っ
た

け
ど
、
今
で
は
、
大
人
に
な
っ
て
差

別
に
出
合
っ
た
時
、
ど
う
立
ち
向
か
っ

て
い
く
の
か
？
そ
の
時
に
は
学
習
会

で
勉
強
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
差
別

に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
９
年
間
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
、
忘
れ
ず
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
力
強
く
発

表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

1
年
1
年
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

着
実
に
自
分
の
も
の
と
し
て
力
を
つ

け
た
姿
は
、
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
小
学
生
、
そ
し
て
中

学
生
の
よ
い
手
本
に
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
高
校
生
に
な
っ
て
も
、

9
年
間
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、
有
意

義
な
高
校
生
活
を
歩
ん
で
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
１
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
学
習
会
に
か
か
わ
っ
て
下
さ
っ
た

皆
さ
ま
に
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

榎
の
実
学
習
会
閉
講
式

～
１
年
間
の
ま
と
め
～

２
０
１
４
年
度

▲ 「1 日も休まず、皆勤賞でした。頑張ったね」

４
月
の
行
事
予
定

　今年度中の隣保館活動には皆さまのご理解

とご協力により、多数ご参加いただきまして

ありがとうございました。

　ご意見・ご要望などございましたら、お寄

せください。充実した活動内容になるよう、

一層努力したいと考えております。

　27 年度も引き続き、よろしくお願いします。

隣保館職員一同

お 礼

◀
出
来
上
が
り
を
楽
し
み
に
、

み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
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　鳥取県日野地区連携・共同協議会では、日野郡３

町と県が連携・共同して、さまざまな分野で課題解

決に取り組んでいるほか、郡内の他町で開かれるイ

ベントなどの情報発信も行っています。

　なお、「日野振興センターだより No.8」（3 月各

戸配布予定）に、本協議会の共同情報発信の取り組

みについて紹介しています。ぜひご覧ください。

▲職場体験など、学習の成果を披露

鳥 取 県 日 野 地 区 連 携 ・ 共 同 協 議 会

このページは日南町、日野町、江府町、日野振興センターが連携、共同して情報発信しています。
（鳥取県日野地区連携・共同協議会実施事業）　郡内の他町で開かれるイベントにも参加して日野郡を盛り上げましょう！

◆第 14回「産業社会と人間」学習発表会
　1月 29日、町文化センターにて、第 14回「産業社会と人
間」学習発表会を開きました。
　1年生は自分探しの旅、教職員講話、新聞活用レポート、
農業科目体験、田植え・稲刈り、学校・事業所見学、社会人
講演など１年間に学習した内容について、班ごとに学習報告
を行いました。さらに、1年間のまとめとして作成したライ
フプランを、生徒を代表して 6人が発表しました。
　２年生は 6月に行った職場体験の報告を、また３年生は課
題研究の発表を行いました。発表会の司会、進行も生徒が行
い、自主的に運営を行いました。生徒は皆、慣れないステー
ジでの発表に緊張しながらも練習の成果を発揮し、堂々と発
表を行っていました。

【問合せ】日野高校（電話 72‐ 0365）

日
野
高
校
活
動
紹
介

◆日野高校生が模擬フィールドワークを体験
　2月 18 日、日野高校で地域の人たちと模擬フィールドワーク
を行いました。これは、日野高校の生徒たちが郡内のまちなかに
出かけていき、町づくりのヒントを探す授業のための事前練習に
行ったものです。
　当日は、教室の中に商業を選択する 2年生 14 人と、江府町や
日野町からサポーターとして 6人が集まり、フィールドワークの
専門家から講義を受けた後、グループに分かれて構内の探検に出
かけました。名付けて「学校探検！見つけてパチリ」。
　生徒たちは、それぞれに与えられたお題に沿って、校内のあち
こちで写真を撮り、それを使って学校のマップを完成させていき
ました。「記念写真を撮りたい場所」「これぞ日野高校！というモ
ノ」「コレなんだ？日野高クイズ」という３つのテーマに合わせた、
楽しいマップが完成しました。

▲地域のサポーターと一緒に、日野高校の
魅力を再発見

◆共同情報発信の取り組みについて◆

▶「広報ひの」でも、上記のような日野高校の活動紹介や
関連記事、郡内他町のイベント情報などを掲載しています。

★日野郡内のイベントについてもっと知りたい人は、各町ホームページと

日野振興センターホームページに掲載されている「日野郡３町イベントカ

レンダー」をご覧ください。

（ http://www.pref.tottori.lg.jp/hino-events/ ） 目印はこちら→


